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CHORUSオンラインセミナー：CHORUS DASHBOARDユースケースワークショップ
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 国内で唯一の物質・材料科学研究の専門機関
 職員数：約1,570人
研究職：約580人
大学院生：約130人
その他：約860人（エンジニア職、事務職など）

 出版論文数/年：1,700～1,800報
※文献データベースで把握できる数

 リポジトリ：MDR (Materials Data Repository)
 2020年6月から運用開始
登録件数（2024年5月23日時点）

◦ Publication：1,903件
◦ Dataset：12,858件
※前身リポジトリからの移行コンテンツを含む

運用担当者：9名（うち専任1名、併任8名）

◦ うち図書館サービス担当者3名

物質・材料研究機構（NIMS）について

https://mdr.nims.go.jp/

https://mdr.nims.go.jp/
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 論文のMDR登録を義務化：2024年～
研究職の業績評価との紐づけ＝MDRに論文を登録することで評価点を付与

5月15日時点の登録状況
研究業績管理システムに登録された2024年論文数：617報
うちMDRに登録された論文数：210報（約34％）

オープンアクセスの取り組み
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https://www8.cao.go.jp/cstp/oa_240216.pdf
（令和６年２月１６日統合イノベーション戦略推進会議決定）

 2025年度から新たに公募を行う即時オープンアクセスの対象となる
競争的研究費を受給する者（法人を含む）に対し、該当する競争的
研究費による学術論文及び根拠データの学術雑誌への掲載後、即時
に機関リポジトリ等の情報基盤への掲載を義務づける。

 即時オープンアクセスの対象は、査読付き学術論文（電子ジャーナ
ルに掲載された査読済みの研究論文（著者最終稿を含む））及び根
拠データ（掲載電子ジャーナルの執筆要領、出版規程等において、
透明性や再現性確保の観点から必要とされ、公表が求められる研究
データ）

「学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた基本方針」

https://www8.cao.go.jp/cstp/oa_240216.pdf
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 エンバーゴ
 対象となる助成金情報の把握
 論文の根拠データの把握

即時オープンアクセスに向けた課題

CHORUSダッシュボードを活用予定
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CHORUSダッシュボードの構成(1)：指標の推移
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CHORUSダッシュボードの構成(2)：助成機関情報
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ダッシュボードデータの内訳
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ダッシュボードのデータ詳細：整理された助成機関情報
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ダッシュボードのデータ詳細：データセット情報
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 10,740論文中、224論文のデータセットを捕捉（2024/5/20時点）

論文の根拠データの把握
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 503件の研究データ
登録先トップ10

データセットの内訳
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登録先 件数
1 Cambridge Crystallographic Data Centre (CCDC) 285
2 FIZ Karlsruhe 110
3 zenodo 29
4 figshare 22
5 Mendeley Data 10
6 Harvard University 6
7 DRYAD 5
8 Materials Cloud Archive 4
9 Stanford Digital Repository 3
9 YARETA: DLCM and the University of Geneva 3
9 University of Cambridge 3
9 MDR 3
9 Materials Data Facility 3
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 網羅性と捕捉タイミング
NIMS論文の捕捉数（5月20日時点）

◦ 2024年分
‒ CHORUS：437報
‒ Web of Science：477報

◦ 2023年分
‒ CHORUS：1,148報
‒ Web of Science：1,638報

 日付データのフォーマット
MM/DD/YYYY ⇒ YYYY/MM/DD に

CHORUSダッシュボードへのリクエスト
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